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一 般 質 問
掲載の項目を含め13人の
議員が38項目の質問を行
い、町長の考えをただしま
した。

庁 舎 建 設

移
転
は
ど
う
す
る

議
会
や
町
民
の
意
見
を
尊
重

Ｊ
Ｒ
高
架
事
業
に
伴
い
、

新
庁
舎
の
位
置
と
財
源

の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

文
化
ホ
ー
ル
の
併
設
も
、
必
要

で
は
な
い
か
。

新
庁
舎
建
設
は
、
町
民
の

利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
場
所
を

選
定
す
る
。
駅
南
口
が
最
適
と
考
え

る
が
、
最
終
的
に
は
議
会
の
庁
舎
建

設
特
別
委
員
会
の
結
論
や
町
民
の
意

見
を
尊
重
し
た
上
で
判
断
す
る
。

財
源
は
多
額
な
負
担
金
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
。

文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
も
費
用
対

効
果
を
考
え
、
検
討
す
る
。

南口の自転車等駐車場

庁舎はどこへ

自 転 車 自 治 会

剰
余
金
の
使
途
は

海
田
市
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
活
用

海
田
市
駅
利
用
者
自
治

会
の
剰
余
金
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

海
田
市
駅
利
用
者
自
治
会

の
清
算
が
完
了
し
、
残
余

財
産
の
千
百
三
万
四
千
三
百
二
十
六

円
を
寄
附
金
と
し
て
受
領
し
た
。

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
活
用
す

る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

かいた議会だより第71号　平成20年1月1日9

こんなにきれいな所が（日の浦山遊歩道）

ゴミの減量化を

環 境 問 題

地
球
温
暖
化
対
策
は

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む

地
球
温
暖
化
対
策
は
一

刻
を
争
う
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
町
と
し
て
の
取

り
組
み
を
問
う
。

一
　
実
行
計
画
は
立
て
て
い
る
の
か

二
　
脱
温
暖
化
市
民
協
議
会
を
立

ち
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か

三
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
現
在
白

ト
レ
イ
の
み
を
回
収
し
て
い
る

が
、
他
の
ト
レ
イ
の
回
収
は

四
　
ゴ
ミ
の
有
料
化
の
予
定
は

町
と
し
て
も
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
む
。

一
　
実
行
計
画
は
平
成
二
十
年
度
に

立
て
る
予
定

二
　
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
と
協
議

し
、
検
討
す
る

三
　
着
色
ト
レ
イ
の
回
収
も
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
る

四
　
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
有
効
だ
と
考

え
る
の
で
、
大
型
ゴ
ミ
の
有
料

化
を
検
討
し
て
い
く

環 境 保 全

里
山
の
整
備
を

植
樹
や
遊
歩
道
の
整
備
を
実
施

海
田
町
に
あ
る
洞ど
う

所
ど
こ
ろ

山

や
日ひ

の
浦う
ら

山
の
里
山
に

関
す
る
、
環
境
保
全
へ
の
取
り
組

み
の
実
施
を
。

こ
れ
ま
で
本
格
的
な
取
り
組

み
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
は
新
規
事
業
で
あ
る
「
ひ
ろ
し
ま

の
森
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
て
、
平

成
二
十
年
度
に
団
体
の
組
織
、
二
十
一

年
度
に
は
森
林
の
機
能
に
つ
い
て
の
理

解
や
林
業
体
験
活
動
な
ど
の
推
進
、
二

十
二
年
度
に
は
活
動
拠
点
の
整
備
を
図

る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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ざん定的に広くなります

交 通 安 全 対 策

あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
の
整
備
を

カ
ラ
ー
ラ
イ
ン
や
歩
道
の
新
設
を
実
施

過
去
の
事
故
分
析
に
よ

る
と
交
通
事
故
は
雨
天

の
場
合
、
発
生
率
が
高
い
。
特
に

歩
行
者
が
傘
を
さ
し
電
柱
な
ど
障

害
物
を
避
け
る
箇
所
は
、
通
行
幅

が
狭
く
非
常
に
危
険
で
、
道
幅
を

拡
げ
る
必
要
が
あ
る
。「
あ
ん
し
ん

歩
行
エ
リ
ア
事
業
」
を
急
い
で
安

全
対
策
の
実
施
を
。

歩
道
と
車
道
が
分
離
さ
れ

て
い
な
い
狭
い
道
路
は
、

歩
行
者
が
車
道
を
通
行
す
る
な
ど
危

険
な
状
態
に
あ
る
。
こ
の
対
策
と
し

て
、
路
肩
の
カ
ラ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
に

よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚
起
を

行
う
「
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
事
業
」

や
蟹
原
浄
水
場
横
の
歩
道
の
新
設
な

ど
を
行
う
。

道 路 拡 幅 工 事

海
田
市
駅
北
口
の
整
備
を

ざ
ん
定
的
に
広
げ
る

リ
ト
ル
マ
ー
メ
ー
ド
跡

地
か
ら
花
都
川
ま
で
、

駅
北
口
の
道
路
拡
幅
は
ど
う
す
る

の
か
。

県
に
ざ
ん
定
工
事
を
要
望

し
た
結
果
、
用
地
取
得
済

み
箇
所
の
道
路
改
良
工
事
の
実
現
に

向
け
て
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

車からはこう見えます

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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シリーズ この人に聞く 第45回

吹
奏
楽
部
は
、
い
つ
頃
か
ら
あ
る

の
で
す
か
？

在
の
吹
奏
楽
部
が
で
き
た
の

は
、
昭
和
五
十
五
年
に
部
員

八
名
で
創
部
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

昭
和
三
十
四
年
に
県
学
校
吹
奏
楽

部
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
翌
年
の
昭

和
三
十
五
年
十
月
二
十
三
日
に
高

等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
記
念
演
奏
会

に
於
い
て
、
出
演
団
体
十
三
団
体

中
、
十
二
番
目
に
演
奏
し
た
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
昭
和
四

十
年
代
後
半
ま
で
は
、
吹
奏
楽
部

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
？校

行
事
（
入
学
式
・
体
育

祭
・
野
球
応
援
・
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
・
文
化
祭
・
卒
業
式
等
）

を
初
め
と
し
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
や

吹
奏
楽
ま
つ
り
、
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
な
ど
の
各
大
会
や
、
県
内

の
小
・
中
学
校
等
で
音
楽
鑑
賞
会

を
開
い
た
り
、
海
田
町
の
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た
り
と

年
間
約
三
十
回
〜
三
十
五
回
程
度

の
多
彩
な
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
六
月
の
第
２

日
曜
日
に
「
広
島
厚
生
年
金
会
館

ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
て
い
ま
す
本

校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
で
す
。

指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
番
大

切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ど
ん

な
こ
と
で
す
か
？

楽
教
育
の
前
に
人
間
教
育
が

あ
り
、
そ
れ
を
一
番
大
切
に

す
る
こ
と
が
、
基
本
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
中
で
も
「
人

を
思
い
や
る
心
」
が
な
け
れ

ば
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
素
直
な
態
度
」
や
「
感
謝

の
心
」
を
持
つ
こ
と
が
、
部

活
動
を
す
る
上
で
、
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
、
生
徒
達
は
全
国
大
会
で

ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
と
言
っ
て

い
ま
す
か
？

々
の
力
よ
り
、
保
護
者
の
皆

様
を
含
め
、「
多
く
の
人
た
ち

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
こ
と
を
学

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
二
十
九
団
体
の
演

奏
の
す
ば
ら
し
さ
に
も
感
動
し
た

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
吹
奏
楽
部
の
Ｐ
Ｒ
も
兼

ね
て
、
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

〇
〇
八
年
六
月
八
日
（
日
）

に
本
校
吹
奏
楽
部
第
二
十
回

の
定
期
演
奏
会
を
広
島
厚
生
年
金

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
節
目
の
二
十
回
記
念

と
し
て
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
て
い
ま
す
。
い
つ
も
海
田
町
の

皆
様
に
は
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

是
非
、
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
い

ま
す
。

今回のインタビューは、第55回全日本吹奏楽コンクールで銅賞を受賞された、広島国際学院高等
学校吹奏楽部の顧問、中島洋治先生にお聞きしました。

聞き手　渡辺　善隆　委員

現

学音

個

二

人
を
思
い
や
る
心
で
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

広
島
国
際
学
院
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
顧
問
　
中な

か

島し
ま

洋よ
う

治じ

さ
ん




